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西海捕鯨業地域における益冨又左衛門組の拡大過程
    Expansion Process of the Masutomi Matazaemon Whaling Group

















解明することを目的とする。第 1 に、天明 8（1788）年の的山大島の冬浦と翌寛政元
（1789）年の平戸島津吉の春浦における益冨組の運上銀史料を翻刻し、天明・寛政期













































































































　第 2 には、平戸藩から大島・津吉両浦で 3 番目に鯨組活動が認められた背景として、益冨組に
よる両浦における捕獲数の増大があったことがわかる。益冨組は、大島の冬組と津吉の春組を合わ
せて 45 頭捕獲しており、そのうち勢美鯨は 26 頭、座頭鯨は 16 頭であった。同年の壱岐冬浦の瀬
戸組では 46 頭（勢美鯨 18 頭、勢美鯨の見分物 22 頭、座頭鯨の見分物 4 頭、その他 2 頭）捕獲し、春













































































































































































　第 1 の部分には「春鯨組」と、第 2 の部分には「冬鯨組」と記されていることで、両組の違い
が鮮明にわかる史料である。突運上については春組よりも詳細に書かれ、総じて鯨 1 頭につき、














































































































（ 3 ）末田智樹『藩際捕鯨業の展開』86・89・92・106・109・113・120・125・183・253・268 頁。
（ 4 ）末田智樹『藩際捕鯨業の展開』、末田智樹「近世日本における捕鯨漁場の地域的集中の形成過程」。
















（16）末田智樹『藩際捕鯨業の展開』160 ～ 161 頁。
（17）末田智樹『藩際捕鯨業の展開』147 ～ 148・159 頁。
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